
平成 31（令和元）年度 全国学力・学習状況調査の結果から（平成 31年 4月 18日実施） 

                              小諸市教育委員会 

１ 全国学力・学習状況調査はどんな目的で、どんな調査をするのですか? 

文部科学省は、次の目的で小学校第 6学年、中学校第 3学年、原則として全児童生徒を対象に「全国学

力・学習状況調査」を毎年実施しています。 

 ・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握

分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 ・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

２ 今年度の調査は、例年とどんなところが違うのですか？ 

 ・今年度は小学校で国語、算数。中学校では、国語、数学に加えて英語が初めて実施されました。 

・昨年度まで基礎知識を問う A問題と知識の活用力を問う B問題で出題されましたが、今年度は、A,B

を一体的に問う問題が出題されました。 

・英語の「話すこと」に関する問題は、解答をコンピュータ教室のパソコンを利用して、自分の音声を

マイクで USBに録音する方式で行われました。小諸市の中学校では、支障なく実施できましたが、不

具合が生じた学校もあったため、「話すこと」に関する問題の結果は参考値として、全国の平均正答

率だけが公表されました。 

３ 小諸市内小中学校の平均正答率は、どのような状況でしたか？ 

【小学校】＜国語、算数の全体的な傾向＞ 

・各教科の平均正答率は全国と比べて、国語、算数ともにほぼ同じでした。 

【中学校】＜国語、数学、英語の全体的な傾向＞ 

・各教科の平均正答率は全国と比べて、国語、数学、英語ともにほぼ同じでした。 

４ 学習指導要領の領域等ごとに全国と比べると、どのような状況でしたか？ 
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５ どんな問題がでたのですか？ 

 

【小学校】 

                                            

 平均正答率が、全国

平均をわずかに下回っ

ている「伝統的な文化

と国語の特質に関する

事項」（言葉の特徴やき

まり、漢字の読み書き

など）について、解説

します。 

 「漢字を文の中で正

しく使うこと」をねら

った、文中の「友達にか

ぎらず」の傍線部を漢

字に直す問題では、「限

らず」と書けなかった

児童が、いました。 

 また、一文を、文と文

との意味のつながりを

考えながら、「そこで」

を使って二文に分けて

書き直す問題（左側の

調査問題）では、接続語

が文と文の意味のつな

がりに果たす役割を理

解して、正しく使える

かを問うています。正

答は、 

・「思いました（。そこ

で、）わたしは、」又は

「と思います（。そこ

で、）わたしは、」 

です。                        

この問題のように、

基礎知識をしっかりと

定着させるためには、

日常的な学習活動が必

要であることがわかり

ます。家庭学習が作業

的に繰り返しをするよ

うな形式的なものにな

っていないか見直し、

自ら考え主体的に取り

組む学習が授業で展開

されているかなど、児

童の関心・意欲・態度を

高めていきます。 



                                   

算数の学習では、頭の

中で考えるだけでなく、

具体物を使って、確認し

たり説明したりするこ

とが大切です。 

左の調査問題は、「二

つの合同な台形を、ずら

したり、回したり、裏返

したりして、同じ長さの

辺どうしを合わせてつ

くることができる形を

選ぶ」問題です。 

正答は、「１，３，４」

です。「２」を加えた児童

が、かなりいました。こ

の児童は、「ずらす、回す、

裏返す」ことで構成する

ことができる図形を捉

えることはできていま

すが、辺の長さに着目す

ることができずに「２」

も選択していると考え

られます。 

このような調査問題

では、2 つの合同な台形

を、ハサミで切って操作

をしながら考えること

はできません。 

ですから、実際の図形

などを用いて、手と頭を

使いながら数学的な操

作活動を行うことを数

多く行うことが必要で

す。そして、そこで自分

が発見した事実を、相手

やグループの友だちに、

自分の言葉でわかりや

すく説明することを通

して、数学的な見方・考

え方が育成されていく

のです。 

 

 

 

 

 

 

 



【中学校】 

 

国語では、すべての領域でほぼ同じかわずかに高い数値になっています。 

下の調査問題は、「みんなの短歌」に掲載されている短歌の中から一首を選び、感じたことや考えたこ

とを書く問題です。文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えを持つことができるか

どうかをみることをねらいにしています。小諸市は全国と同様に 90％以上の平均正答率でしたが、無回

答が、わずかに全国平均より高くなりました。「よい短歌」や「すばらしい短歌」などと表現するだけで、

自分が感じたことや考えが具体的に書かれていない回答がありました。 

（正答例）・・・A（内山さんの短歌）の場合 

「新しい」と「背筋を伸ばして始まりを待つ」という表現から、新年度の最初の授業の始まりを、期待

と不安とが混ざった気持ちで待っている様子が想像できます。新年度を迎えると、皆気持ちを引き締め

たり決意を新たにしたりするものです。 

しっかりとした自分の考えをもつためには、どのように日常生活を送ればよいのでしょうか？まわり

の大人が、「あなたはどう思う？」などと、ちょっと聞くだけで自分の考えを吐露する場面が出てくるの

ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



数学でもすべての領域でほぼ同じですが、「資料の活用」の領域では全国の平均正答率をわずかに上回

りました。下の調査問題を見てください。 

 

 
 

□7 の（３）は、四角形 ABCD がどのような四角

形であれば、AF＝CE になるかを説明する問題で

す。結論が成り立つための前提を考え、新たな事

柄を見いだし、説明できるかどうかをみます。 

正答例は、次の３つです。 

・四角形 ABCD がひし形ならば、AF＝CE になる。 

・四角形 ABCDが AB＝BCの四角形ならば、AF＝CE

になる。 

・四角形 ABCDが対角線 ACと BDが直行し、BDが

ACを二等分する四角形ならば、AF＝CEになる。 

この調査問題は、証明、文章や図、グラフなど

から問題設定を理解して、示された課題を解決す

ることに抵抗がある、どの知識を活用するか判断

に迷うなど、苦手意識をもつ生徒が多い領域です。 

しかし、実生活においても目的意識をもって問

題を発見し、解決するという過程を大切にするこ

とによって、数学的な見方や考え方、数学的な技

能を高めることが大切だと思います。 

（正答例） 

（１）2組の辺とその間の角 

（２）イ 

（３）（例） 

   四角形 ABCD がひし形ならば、 

                            AF＝CE になる。  



英語の「書くこと」に関

わる調査問題の一つです。 

与えられた英語を適切

な形に変えたり、不足して

いる語を補ったりなどし

て、会話が成り立つように

英文を書く問題です。 

①の正答例は 

・Do you like です。 

②の正答例は 

・We stayed です。 

②で一番多かったのは、

会話の流れから肯定文を

書くべきだということは

理解しているのですが、時

制を正しく判断できず、基

本的な語や文法事項など

を理解して文を書いてい

ない解答でした。具体的な

例としては、 

・You stay（主語の選択と

動詞の活用に誤りがある） 

・We are stay（be動詞が

混在している） 

などでした。会話の流れや

文全体を様々な角度から

考えることが必要です。 

 

６ 学習状況調査で、どんな事がわかりましたか？ 

 家庭や地域での生活にかかわる質問の児童生徒の回答で、次のような特徴がありました。 

・「人が困っているときは、進んで助けていますか？」「今住んでいる地域の行事に参加しています 

か？」という質問に、小・中学生ともに肯定的に答えています。 

・「毎日、同じくらいの時刻に寝て（起きて）いますか？」の回答からは、小学生は規則正しい生活 

ができているが、中学生になると、やや乱れてしまう傾向があります。 

・中学生では、「将来の夢や目標をもっていますか？」の質問に対し、「よくあてはまる」と回答した 

生徒が全国平均より高く、「まったくあてはまらい」が低い結果となりました。 

 

７ 学校では、これからどんな取り組みをしていきますか？ 

 小学校は、来年度から、中学校は令和３年度から「新学習指導要領」が完全実施されます。今までも言

われてきた、子どもたちに「生きる力」を育むために、学校での学びを日常生活で活用したり、家庭での

経験を学校生活に生かしたりすることが、とても大切です。子どもさんが学校で学んだことについて、家

庭で、是非話してみてください。保護者の皆さんの働きかけが、子どもたちの「生きる力」の原動力にな

ります。 

学校では、次のような具体的な改善が考えられています。授業は、グループで話し合うような活動が、

より多く取り入れられます。テストは、例えば、算数・数学では答えだけを書く問題から、答えの求め方

や考え方も書くような問題が出るようになります。家庭学習は、作業的に繰り返しをするようなものか

ら、各自の課題に合わせて自分で計画して取り組むようになります。長野県立高校の入試問題でも、記述

式の問題が増えています。また、大学入試も大きく変わります。今回の調査では、その方向性が示されま

した。 


